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地
域
形
成
と
少
数
民
族

　
ー
ギ
リ
シ
ャ
領
ト
ラ
キ
ア
の
ト
ル
コ
人
1

ま
え
が
き

　
お
よ
そ
少
数
民
族
た
る
も
の
は
、
少
数
民
族
と
し
て
の
価
値
観
、

行
動
様
式
を
有
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
外
部
世
界
に
既
存
の
価

値
観
の
再
検
討
を
追
り
、
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
自
己
を
趨
え
た
存

在
意
義
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
少
数
民
族
た
る
べ
き
こ
と
が
歴
史

的
で
あ
る
以
上
、
こ
の
命
題
も
ま
た
歴
史
的
で
あ
り
、
不
断
の
現

実
的
検
討
に
よ
る
命
題
の
実
質
的
理
解
が
必
要
と
さ
れ
る
。

　
人
間
集
団
の
社
会
活
動
の
一
局
面
と
し
て
の
地
域
形
成
の
局
面

に
お
い
て
も
以
上
の
こ
と
は
該
当
す
る
の
で
あ
っ
て
、
少
数
民
族

が
地
域
形
成
の
過
程
で
果
た
す
役
割
に
特
別
の
照
明
を
あ
て
る
こ

と
な
し
に
は
、
当
該
の
地
域
形
成
の
本
質
を
そ
の
深
都
に
お
い
て

鴨

澤

解
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
筆
者
は
こ
の
観
点
か
ら
ギ
リ
シ
ャ
北
東
部
の
ト
ル
コ
人
少
数
民

族
居
住
地
帯
を
訪
れ
、
短
期
間
の
滞
在
な
が
ら
若
千
の
知
見
を
得

た
の
で
、
こ
こ
に
報
告
を
提
出
す
る
。

　
本
来
意
図
し
て
い
た
調
査
期
間
は
多
少
は
長
期
に
わ
た
る
も
の

で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
筆
者
は
一
九
八
○
年
十
二
月
十
一
日
か

ら
足
か
け
十
二
日
間
滞
在
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
時
、
ギ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

リ
シ
ャ
北
東
隅
の
ト
ラ
キ
ア
地
方
を
構
成
す
る
三
県
の
中
央
に
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

置
す
る
ロ
ド
ビ
射
a
o
鳳
県
の
県
都
コ
モ
テ
ィ
ニ
ー
宍
o
冒
o
饒
邑

を
訪
れ
、
市
内
外
の
ト
ル
コ
系
少
数
民
族
に
関
す
る
き
き
と
り
を

開
始
し
た
筆
者
の
前
に
現
わ
れ
た
の
は
、
筆
者
の
き
き
と
り
に
応

じ
て
く
れ
た
ト
ル
コ
系
住
民
に
た
い
す
る
尋
問
の
任
務
を
帯
び
た
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（41）　地域形成と少数民族

ギ
リ
シ
ャ
の
響
官
で
あ
っ
た
。
時
に
警
官
は
筆
者
が
き
き
と
り
現

場
を
離
れ
た
の
ち
に
現
わ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
後
述
す
る
よ
う
に

折
か
ら
ト
ル
コ
系
少
数
民
族
を
め
ぐ
っ
て
鋭
い
政
治
的
な
問
題
が

発
生
し
て
い
た
ギ
リ
シ
ャ
領
ト
ラ
キ
ア
で
は
、
筆
者
の
き
き
と
り

行
為
が
直
接
に
ト
ル
コ
系
住
民
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が
明
ら
か
．

に
な
っ
た
た
め
、
早
々
に
退
去
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
事
惰
も
あ
っ
て
、
こ
こ
に
提
出
す
る
報
告
は
、
高
度

に
洗
練
さ
れ
た
報
告
に
は
距
離
の
あ
る
、
必
要
な
知
見
の
と
り
あ

え
ず
の
伝
達
と
い
っ
た
性
格
の
も
の
に
と
ど
ま
る
。

　
そ
れ
で
も
な
お
、
以
下
の
方
パ
の
お
カ
添
え
が
な
け
れ
ぱ
本
報

告
は
そ
も
そ
も
成
立
し
な
か
っ
た
。
記
し
て
厚
く
感
謝
す
る
次
第

で
あ
る
。
困
難
な
状
況
下
で
筆
者
の
き
き
と
り
に
応
じ
て
下
さ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

た
バ
ヤ
ト
ル
田
ミ
邑
一
村
の
四
名
の
農
民
の
方
と
セ
メ
ト
リ

　
　
　
＾
5
）

ω
①
昌
Φ
畠
村
の
多
数
の
農
民
の
方
、
筆
者
の
調
査
を
情
熱
的
に
助

け
、
筆
者
の
帰
国
後
も
緊
迫
し
た
現
地
の
情
勢
を
、
自
・
か
ら
が
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

幹
と
し
て
刊
行
す
る
週
刊
紙
ゲ
ル
チ
ェ
ク
9
ミ
茎
の
送
付
を
通

じ
て
報
告
し
て
下
さ
っ
て
い
る
モ
ラ
・
イ
ス
マ
イ
ル
（
ロ
ド
プ
ル

ー
）
峯
o
二
凹
H
ω
昌
邑
（
肉
a
o
亘
自
）
氏
、
コ
モ
テ
ィ
ニ
ー
お
よ
ぴ

ク
サ
ン
テ
ィ
の
両
ム
フ
テ
ィ
、
そ
の
他
ト
ル
コ
系
知
識
人
各
位
、

惜
し
み
な
く
調
査
の
便
を
は
か
っ
て
下
さ
っ
た
専
売
公
社
サ
ロ
ニ

力
連
絡
事
務
所
の
今
井
所
長
、
下
川
氏
、
お
よ
び
た
ぱ
こ
買
付
商

の
サ
ギ
・
ペ
ト
リ
デ
ス
ω
凹
崖
勺
g
H
己
霧
氏
と
コ
ス
タ
・
ス
タ
ン

ッ
ォ
穴
o
m
冨
望
彗
誌
o
氏
、
種
々
相
談
に
あ
ず
か
っ
て
下
さ
っ

た
ラ
ザ
ロ
ス
・
ア
ラ
バ
ゾ
ー
ル
ー
■
竃
彗
o
㎜
ξ
き
洋
8
o
目
－
昌
氏
、

在
コ
モ
テ
ィ
ニ
ー
・
ト
ル
コ
総
領
事
館
関
連
各
位
、
ト
ル
コ
共
和

国
ハ
ジ
ェ
テ
ペ
｝
碧
g
需
鳴
大
学
ボ
ズ
ク
ル
ト
・
ギ
ュ
ヴ
ェ
ン

チ
田
o
N
ぎ
ユ
Ω
等
雪
椚
教
授
、
ト
ル
コ
共
和
国
外
務
省
ム
ラ
ト
・

エ
ル
サ
ブ
ジ
ュ
峯
昌
算
目
易
竃
2
氏
、
筆
者
の
帰
国
後
ト
ル
コ

の
諸
新
聞
の
関
連
記
事
を
送
り
続
け
て
下
さ
っ
た
ア
イ
シ
ェ
・
ゲ

テ
ィ
ヅ
キ
＞
婁
①
Ω
＆
岸
博
士
、
議
論
の
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ

た
デ
モ
ク
リ
ト
ス
∪
①
昌
o
ζ
岸
畠
犬
学
の
ミ
ナ
イ
i
デ
ィ
ス
肉
・

昌
毛
吐
畠
蜆
教
授
と
関
連
各
位
、
コ
モ
テ
ィ
ニ
ー
県
知
事
（
当
時
）

フ
ォ
テ
ー
ア
ス
司
o
富
鶉
氏
と
関
連
各
位
、
調
査
を
許
可
さ
れ
た

ギ
リ
シ
ャ
国
社
会
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
そ
し
て
そ
も
そ
も
筆
者

を
調
査
隊
の
一
員
に
加
え
て
下
さ
っ
た
上
、
効
果
的
な
助
言
と
援

助
を
与
え
て
下
さ
っ
た
一
橋
大
挙
地
申
海
研
究
会
の
各
位
。
以
上

の
方
々
に
重
ね
て
深
甚
の
謝
意
を
表
明
す
る
。

（
1
）
　
国
際
的
に
は
、
ギ
リ
シ
ャ
領
ト
ラ
キ
ア
を
西
ト
ラ
キ
ア
、
ト
ル

　
コ
領
ト
ラ
キ
ア
（
い
わ
ゆ
る
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
・
ト
ル
コ
）
を
東
ト
ラ
キ

　
ア
と
呼
ぷ
。
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一橋論叢 第八十八巻 第五号　（42）

（
2
）
　
コ
モ
テ
ィ
ニ
ー
は
ギ
リ
シ
ャ
語
地
名
。
ト
ル
コ
語
で
は
ギ
ュ
ム

　
ル
ジ
ネ
Ω
饒
昌
巨
o
ぎ
o
ま
た
は
ギ
ュ
ム
ル
ジ
ュ
ネ
Ω
曽
昌
肇
o
饒
冒
o
と

　
呼
ぷ
。
西
ト
ラ
キ
ア
の
す
べ
て
の
地
名
は
ギ
リ
シ
ャ
語
、
ト
ル
コ
語

　
の
二
重
地
名
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
U
o
言
■
o
冒
（
－
凄
o
嘗
）
、

　
丙
至
器
『
（
－
ミ
o
。
）
参
照
の
こ
と
。
な
お
コ
モ
テ
ィ
ニ
ー
県
の
み
に

　
つ
い
て
で
あ
る
が
筆
者
も
上
記
文
献
を
若
干
補
完
し
た
。
未
完
な
の

　
で
公
表
を
差
し
控
え
て
い
る
が
関
心
を
お
も
ち
の
方
は
御
連
絡
下
さ

　
い
。
（
3
）
　
ギ
リ
シ
ャ
語
で
は
パ
グ
ー
リ
ア
勺
晶
o
昌
討
村
。

（
4
）
　
お
も
ん
ぱ
か
る
と
こ
ろ
あ
っ
て
氏
名
の
公
表
は
差
し
控
え
る
。

（
5
）
　
ギ
リ
シ
ャ
語
で
は
ス
ィ
ン
ボ
ラ
ω
㌣
昌
一
〕
o
気
村
。

（
6
）
　
こ
の
ト
ル
コ
語
紙
の
名
称
の
語
義
は
「
真
実
」
。

一一

　
西
ト
ラ
キ
ア
概
観
ー
ト
ル
コ
系
住
民

と
の
関
連
を
中
心
に
ー

　
西
ト
ラ
キ
ア
は
東
ト
ラ
キ
ア
と
共
に
古
代
ト
ラ
キ
ア
の
南
部
に

　
　
＾
1
）

相
当
す
る
。
西
ト
ラ
キ
ア
の
西
端
を
マ
ケ
ド
ニ
ア
峯
碧
＆
昌
ぎ

と
境
す
る
の
は
ネ
ス
ト
ス
ォ
鶉
ヰ
畠
川
で
あ
り
、
東
端
を
ト
ル
コ

共
和
国
と
境
す
る
の
は
マ
リ
ツ
ァ
峯
胃
豪
凹
川
で
あ
る
。
西
ト
ラ

キ
ア
は
西
か
ら
東
に
か
け
て
ク
サ
ン
テ
ィ
宍
ω
彗
亭
一
、
ロ
ド
ビ
、

エ
ヴ
ロ
ス
向
ミ
8
の
三
県
を
有
し
、
そ
の
面
稜
は
ギ
リ
シ
ャ
全

国
の
面
穣
の
六
・
五
％
に
相
当
す
る
八
、
五
七
八
平
方
キ
ロ
に
お

よ
ぷ
け
れ
ど
も
、
そ
の
人
口
は
最
後
の
国
勢
調
査
年
度
で
あ
る
一

九
七
一
年
に
は
全
国
総
人
口
の
三
・
八
％
に
し
か
達
し
な
い
三
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

万
九
、
五
八
二
人
で
あ
っ
た
。

　
中
世
の
ト
ラ
キ
ア
の
一
部
で
あ
る
西
ト
ラ
キ
ア
で
は
、
最
近
ま

で
ト
ル
コ
系
住
民
が
多
数
派
を
構
成
し
て
い
た
。
し
か
し
現
在
で

は
ギ
リ
シ
ャ
系
住
民
が
多
数
派
を
占
め
て
い
る
。
一
九
二
一
年
に

は
西
ト
ラ
キ
ア
の
全
人
口
の
八
五
％
を
ト
ル
コ
系
住
民
が
占
め
て

　
　
　
　
？
〕

い
た
と
い
わ
れ
、
他
方
現
在
で
は
、
ト
ル
コ
系
住
民
の
数
が
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
）

万
人
か
ら
二
一
万
人
と
幅
を
も
っ
て
推
定
さ
れ
る
ほ
か
な
い
関
係

上
、
全
人
口
の
三
〇
な
い
し
三
六
％
と
こ
れ
ま
た
幅
を
も
っ
た
数

値
を
対
置
す
る
ほ
か
な
い
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
少
数
民

族
に
転
化
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
こ
と
を

コ
モ
テ
ィ
ニ
ー
市
に
つ
い
て
み
れ
ぱ
、
全
市
人
口
に
た
い
す
る
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
〕

ル
コ
系
人
口
比
は
、
一
九
二
〇
年
に
は
八
三
・
三
％
で
あ
っ
た
が

現
在
で
は
約
五
〇
％
で
あ
る
。

　
西
ト
ラ
キ
ア
の
モ
ス
レ
ム
住
民
の
圧
倒
的
大
多
数
は
ト
ル
コ
系

住
民
で
あ
る
が
、
そ
の
次
に
位
す
る
の
は
ポ
マ
ク
星
昌
箒
系
住

民
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
ロ
ド
ビ
県
北
都
に
集
住
す
る
。
か
れ
ら
の

言
語
生
活
は
六
〇
％
が
ブ
ル
ガ
リ
ア
語
、
三
〇
％
が
ト
ル
コ
語
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

残
り
の
一
〇
％
が
ギ
リ
シ
ャ
語
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
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（43）地域形成と少数民族

ポ
マ
ク
系
住
民
を
ど
の
よ
う
な
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
ア
）

下
に
置
く
か
は
論
争
の
種
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ャ
人
の
見
解
で
は
そ

れ
は
ギ
リ
シ
ャ
人
と
な
る
。
か
れ
ら
が
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
大
王

に
ひ
き
い
ら
れ
た
か
の
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
の
子
孫
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
ブ
ル
ガ
リ
ア
人
の
見
解
で
は
ポ
マ
ク
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
人
と
な

る
。
歴
史
の
経
緯
の
下
で
た
ま
た
ま
ギ
リ
シ
ャ
国
民
に
編
入
さ
れ

て
い
る
と
は
い
う
も
の
の
、
か
れ
ら
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
語
を
母
語
と

し
て
い
る
で
は
な
い
か
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
西
ト
ラ
キ

ア
の
ト
ル
コ
系
住
民
は
ポ
マ
ク
を
自
分
た
ち
に
き
わ
め
て
近
い
も

図1西トラキア（トラキア）の位置
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の
と
み
な
し
て
い
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
現
在
の
ギ
リ
シ
ャ
人
の

祖
先
と
は
み
な
し
が
た
い
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
の
子
孫
で
あ
る
か
ど
う

か
と
い
う
こ
と
よ
り
は
、
か
れ
ら
が
現
在
モ
ス
レ
ム
同
胞
で
あ
り
、

年
々
ト
ル
コ
語
を
読
み
書
き
す
る
密
度
を
増
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を

　
　
＾
8
〕

重
視
し
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
語
を
母
語
と
す
る
と
い
う
こ
と
よ
り
は
、

後
述
す
る
現
在
の
状
況
の
中
で
一
体
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
重
く

視
て
い
る
の
で
あ
る
。
ポ
マ
ク
の
側
に
も
同
様
の
意
向
が
出
現
す

　
　
　
　
＾
9
）

る
こ
と
に
な
る
。
ギ
リ
シ
ャ
領
内
の
ポ
マ
ク
系
住
民
の
数
は
約
三

　
　
　
　
　
＾
1
0
）

万
人
と
み
な
さ
れ
、
国
境
を
越
え
た
ブ
ル
ガ
リ
ア
側
に
も
約
四
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
1
）

五
、
O
O
O
人
が
住
む
と
い
う
。
そ
の
ほ
か
、
西
ト
ラ
キ
ア
内
に

屠
住
す
る
モ
ス
レ
ム
に
は
約
五
、
○
○
○
人
と
い
わ
れ
る
定
住
の

　
　
　
　
　
＾
皿
〕

ジ
プ
シ
ー
が
い
る
。

　
現
代
ギ
リ
シ
ャ
の
諸
地
方
中
、
西
ト
ヲ
キ
ア
は
エ
ピ
ロ
ス

向
官
H
冒
叩
に
次
ぐ
最
も
人
口
疎
の
地
方
で
あ
り
、
一
九
七
一
年
に

は
全
国
平
均
人
口
密
度
一
平
方
キ
ロ
あ
た
り
六
六
・
四
人
に
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
ど

し
三
八
・
四
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　
西
ト
ラ
キ
ア
の
経
済
は
ほ
と
ん
ど
専
ら
農
業
に
依
拠
し
て
い
る
。

西
ト
ラ
キ
ア
経
済
の
発
展
の
低
開
発
性
の
故
に
、
ギ
リ
シ
ャ
政
府

は
西
ト
ラ
キ
ア
を
工
ー
ゲ
海
島
喚
地
域
と
と
も
に
国
内
最
貧
地
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
“
）

と
し
て
法
的
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
西
ト
ラ
キ
ア
の
農
業
は
国
内
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一橘論叢 第八十八巻 第五号　（44）

で
最
も
粗
放
の
も
の
と
み
な
し
得
る
。
一
九
七
八
年
の
統
計
に
よ

れ
ば
全
作
付
地
に
た
い
す
る
組
放
な
耕
地
の
面
積
の
百
分
比
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
b
〕

西
ト
ラ
キ
ア
で
は
九
二
・
六
、
全
国
平
均
で
は
六
〇
・
七
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
6
〕

　
西
ト
ラ
キ
ア
は
た
ぱ
こ
の
栽
培
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
て
、
専

売
公
社
も
首
都
の
ア
テ
ネ
や
ト
ル
コ
共
和
国
の
工
ー
ゲ
海
沿
岸
の

都
市
イ
ズ
ミ
ル
H
N
目
守
と
と
も
に
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
と
西
ト
ラ
キ
ア

を
管
轄
す
る
サ
ロ
ニ
カ
ω
巴
o
ま
ぎ
（
テ
ッ
サ
ロ
ニ
キ
H
ぎ
窒
竺
o
．

目
旨
）
に
も
連
絡
事
務
所
を
設
置
し
て
い
る
。
西
ト
ラ
キ
ァ
の
ト

ル
コ
人
は
ギ
リ
シ
ャ
で
は
最
良
の
た
ぱ
こ
耕
作
者
と
み
な
さ
れ
て

　
（
〃
）い
る
。
当
地
の
た
ぱ
こ
は
オ
リ
エ
ン
ト
種
と
呼
は
れ
る
も
の
で
、

水
分
に
乏
し
く
肥
料
分
の
少
な
い
土
地
で
栽
培
さ
れ
る
も
の
が
上

　
　
　
　
　
　
＾
蝸
）

質
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
政
府
の
最
低
買
入
価
格
は
山
寄
り
の
．

（
つ
ま
り
ト
ル
コ
系
や
ポ
マ
ク
系
耕
作
者
の
多
い
）
地
方
よ
り
は
、

た
ば
こ
の
品
質
は
悪
い
が
有
力
な
代
議
士
を
送
り
出
し
て
い
る
地

方
に
高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
て
、
西
ト
ラ

キ
ア
に
お
い
て
ト
ル
コ
人
が
優
れ
た
た
ば
こ
耕
作
者
で
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
一
面
で
は
そ
の
「
農
作
業
が
ギ
リ
シ
ャ
人
よ
り
は
ト

　
　
　
　
　
　
　
＾
1
9
）

ル
コ
人
の
方
が
丁
寧
」
で
あ
る
こ
と
に
も
よ
ろ
う
が
、
他
方
で
は
、

あ
と
で
地
図
化
し
て
示
す
よ
う
に
、
ト
ル
コ
人
の
方
が
水
分
に
乏

し
く
肥
料
分
の
少
な
い
山
寄
り
の
土
地
に
住
ん
で
い
る
こ
と
に
も

よ
る
の
．
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
考
＆
9
雪
．
蜆
0
8
o
q
轟
勺
巨
8
－
U
－
o
庄
o
目
串
『
き
H
8
ω
一
妃
・
ご
S
・

　
（
2
）
ω
葦
蓄
邑
ぎ
嘗
σ
o
昆
o
□
Ω
富
§
岩
量
睾
ミ
ー
峯

　
（
3
）
　
コ
モ
テ
ィ
ニ
ー
の
ム
フ
テ
ィ
（
宗
教
指
導
者
）
ヒ
ュ
セ
イ
ン
．

　
　
ム
ス
タ
フ
ァ
｝
募
o
苔
－
旨
冨
冨
雪
節
談
、
一
九
八
O
年
十
二
月
十

　
　
九
圓
。

　
（
4
）
∪
o
－
昌
。
q
（
H
凄
旨
）
一
や
o
㎞
・

　
（
5
）
　
ヒ
ュ
セ
イ
ン
・
ム
ス
タ
フ
ァ
師
談
、
同
前
。

　
（
6
）
　
ミ
ナ
イ
ー
デ
ィ
ス
教
授
談
、
一
九
八
○
年
十
二
年
十
五
日
。
な

　
　
お
こ
の
点
は
十
二
月
十
九
目
に
モ
ラ
・
イ
ス
マ
イ
ル
氏
と
ト
ル
コ
系

　
　
弁
護
士
に
よ
っ
て
も
そ
の
通
り
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
（
7
）
　
た
と
え
ぱ
ゲ
ル
チ
ェ
ク
紙
、
　
一
九
八
一
年
五
月
十
六
圓
号
を
参

　
　
照
さ
れ
た
い
。
ミ
ナ
イ
ー
デ
ィ
ス
教
授
も
一
九
八
O
年
十
二
月
十
五

　
　
目
に
会
見
し
た
際
に
こ
の
点
を
問
題
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。
バ
ル
カ

　
　
ン
戦
争
以
降
の
頻
繁
な
領
域
変
更
、
あ
わ
た
だ
し
い
利
審
関
係
の
交

　
　
代
が
将
来
へ
の
一
定
の
観
測
を
と
も
な
い
な
が
ら
こ
の
論
争
を
よ
ぴ

　
　
起
こ
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
（
8
）
　
前
記
ゲ
ル
チ
ェ
ク
紙
。

　
（
9
）
　
ポ
マ
ク
系
ハ
ジ
・
ヒ
ュ
セ
イ
ン
・
サ
ブ
リ
｝
8
一
葭
房
2
巨

　
　
蟹
一
〕
ユ
氏
談
、
『
九
八
O
年
十
二
月
二
十
二
同
。
な
お
同
氏
は
元
来

　
　
高
校
教
員
で
あ
っ
た
が
今
は
宗
教
教
師
で
あ
る
と
筆
者
に
語
っ
た
。

　
　
宗
教
に
結
集
し
て
民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ン
ー
を
護
ろ
う
と
の
姿

　
　
勢
は
こ
こ
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。

　
（
1
0
）
　
U
o
言
旨
o
目
（
－
凄
o
げ
）
一
〇
・
8
・
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（
u
）
　
、
、
、
ナ
イ
ー
デ
ィ
ス
教
授
談
、
一
九
八
O
年
十
二
月
十
五
目
。

（
1
2
）
　
b
価
－
o
目
的
（
岩
o
o
o
げ
）
一
勺
．
o
｝
．

（
1
3
）
　
撃
凹
ま
庄
o
巴
く
窒
ま
8
斥
9
Ω
H
0
8
9
く
轟
『
岩
富
一
勺
や
岩

　
1
－
o
o
1

（
1
4
）
　
法
偉
心
。
o
。
ミ
岩
ま
号
法
。

（
b
）
　
＞
o
q
、
一
昌
－
ε
量
－
ω
註
藍
ま
蜆
o
｛
9
何
8
p
く
塞
『
宕
詰
．
勺
』
℃
．

（
1
6
）
　
ギ
リ
シ
ャ
の
た
ぱ
こ
生
産
の
中
で
西
ト
ラ
キ
ア
は
、
一
九
七
八

　
年
に
は
播
種
面
横
で
は
灌
概
地
で
二
・
一
％
、
非
漉
概
地
で
一
二
・

　
二
％
、
ま
た
生
産
高
（
璽
量
）
で
は
漉
概
地
で
一
・
二
％
、
非
灌
湖
地

　
で
一
〇
．
六
％
を
占
め
る
（
＞
唱
げ
己
旨
量
－
ω
冨
ま
蜆
庄
o
ω
o
H
Ω
篶
g
p

　
く
耐
彗
－
0
N
0
0
　
づ
ー
ω
o
o
）
。

（
η
）
　
専
売
公
社
サ
ロ
ニ
カ
連
絡
事
務
所
今
井
敏
昭
所
長
談
、
一
九
八

　
○
年
十
二
月
九
目
。

（
1
8
）
　
同
事
務
所
、
今
井
所
長
、
下
川
文
久
氏
談
、
一
九
八
○
年
十
二

　
月
一
〇
日
。

（
1
9
）
　
同
事
務
所
、
今
井
所
長
談
、
一
九
八
O
年
十
二
月
九
目
。

三
　
ト
ル
コ
系
住
民
の
生
活
の
背
景

　
オ
ス
マ
ン
．
ト
ル
コ
に
よ
る
ル
メ
リ
ア
困
目
目
o
5
州
の
創
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

と
と
も
に
、
こ
の
地
域
へ
の
ト
ル
コ
人
の
入
植
が
開
始
さ
れ
、
コ

モ
テ
ィ
ニ
ー
が
初
め
て
の
ト
ル
コ
人
で
あ
る
ガ
ズ
ィ
・
エ
ヴ
レ
ノ

シ
ュ
．
ベ
イ
Ω
φ
、
－
向
く
、
。
・
、
o
棚
雰
㌣
に
接
す
る
の
は
二
二
六
一
年

　
　
　
　
　
　
｛
2
）

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　
一
九
二
三
年
の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
条
約
に
も
と
づ
く
ギ
リ
シ
ャ
・
ト

ル
コ
両
国
間
の
住
民
交
換
に
際
し
、
ト
ル
コ
に
お
け
る
イ
ス
タ
ン

ブ
ル
地
区
等
に
照
応
し
て
西
ト
ラ
キ
ア
地
区
も
交
換
対
象
地
域
か

ら
は
除
外
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
地
区
が
ト
ル
コ
人
住
民

に
関
連
し
て
一
の
特
徴
あ
る
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の

で
あ
り
、
さ
ら
に
ま
た
住
民
交
換
の
過
程
を
通
じ
て
歴
史
の
次
の

段
階
で
ま
た
別
な
特
徴
を
も
つ
地
域
に
な
っ
て
ゆ
く
こ
と
を
表
わ

し
て
い
る
。
さ
て
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
条
約
は
、
住
民
交
換
対
象
か
ら
除

外
さ
れ
た
地
域
の
、
ト
ル
コ
に
お
い
て
は
「
非
回
教
徒
少
数
民
族
」
、

ギ
リ
シ
ャ
に
お
い
て
は
「
非
基
督
教
徒
少
数
民
族
」
に
一
定
の
権

利
を
保
障
す
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
第
四
十
条
に
お
い
て

　
「
非
回
教
信
徒
少
数
氏
族
二
属
ス
ル
土
耳
其
国
民
ハ
法
偉
上
及

　
事
実
上
他
ノ
土
耳
其
国
民
ト
同
一
ノ
待
遇
及
保
障
ヲ
享
ク
ベ
ク

　
殊
二
其
ノ
費
用
ヲ
以
テ
慈
善
的
、
宗
教
的
又
ハ
社
会
的
ノ
施
設

　
拉
学
校
其
ノ
他
。
ノ
教
育
設
備
ヲ
開
設
、
経
営
及
管
理
シ
且
右
ノ

　
施
設
及
設
備
二
於
テ
自
由
二
其
ノ
言
語
ヲ
用
イ
及
其
ノ
宗
教
上

　
ノ
勤
行
ヲ
為
ス
ニ
付
均
等
ノ
権
利
ヲ
有
ス
ベ
シ
」

と
規
定
し
、
そ
の
第
四
十
五
条
に
お
い
て
全
く
同
様
の
権
利
が
ギ

リ
シ
ャ
国
内
の
非
基
督
教
徒
少
数
民
族
に
も
保
障
さ
れ
る
こ
と
を
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＾
3
）

規
定
し
て
い
る
。

　
一
九
一
〇
年
代
末
、
折
か
ら
民
族
自
衛
闘
争
の
一
目
同
揚
を
示
し
て

い
た
ア
ナ
ト
リ
ア
を
逃
れ
て
若
千
の
ギ
リ
シ
ヤ
人
が
入
植
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

が
、
そ
れ
は
一
九
二
三
年
に
は
七
、
八
カ
村
を
出
な
か
っ
た
。
住

民
交
換
対
象
外
地
域
と
し
て
ギ
リ
シ
ャ
人
の
入
棺
は
許
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
来
住
し
家
を
建
て
土
地
を
耕

す
者
が
増
え
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
三
〇
年
に
首
相
の
ヴ
ェ
ニ
ゼ

ー
ロ
ス
＜
竃
ざ
①
昌
m
氏
が
ア
ン
カ
ラ
を
訪
間
し
、
西
ト
ラ
キ
ア
ヘ

の
ギ
リ
シ
ャ
人
の
入
植
に
つ
い
て
懇
講
し
了
解
を
取
り
付
け
た
。

「
一
九
三
九
年
か
ら
一
九
五
一
年
に
か
け
て
約
二
万
人
が
ト
ル
コ

ヘ
向
け
て
本
地
域
を
立
ち
去
っ
た
。
ト
ル
コ
ヘ
の
移
住
は
現
在
も

引
き
続
き
行
わ
れ
て
い
る
・
…
－
他
方
、
人
口
の
杜
会
増
と
自
然
増

の
結
果
、
西
ト
ラ
キ
ア
の
ギ
リ
シ
ャ
人
人
口
は
少
な
く
と
も
六
倍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

に
増
え
、
モ
ス
レ
ム
人
口
は
多
数
者
か
ら
少
数
者
に
転
じ
た
。
」

　
　
一
九
六
七
年
以
降
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ト
ル
コ
両
政
府
は
キ
プ
ロ
ス

に
お
け
る
ギ
リ
シ
ャ
系
、
ト
ル
コ
系
両
民
族
の
緊
張
関
係
を
介
し

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
ア
〕

て
対
立
基
調
に
移
行
し
、
西
ト
ラ
キ
ア
に
波
及
し
た
新
た
な
状
況

の
下
で
ト
ル
コ
ヘ
の
移
住
者
が
急
激
に
増
加
し
た
。
こ
の
時
期
以

降
、
西
ト
ラ
キ
ア
の
ト
ル
コ
人
は
政
府
の
側
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
）

抑
圧
を
訴
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
農
村
で
は
ギ
リ
シ
ャ
人
に
土
地

を
販
売
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
土
地
を
購
入
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

ト
ヲ
ク
タ
ー
を
購
入
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
そ
の
免
許
証
は
交
付

　
　
一
9
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
聖

さ
れ
な
い
。
都
市
で
は
住
宅
が
購
入
で
き
ず
、
自
分
の
住
宅
で
も

　
　
　
　
　
　
一
n
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
這
一

こ
れ
を
子
に
譲
れ
ず
、
自
動
車
の
運
転
免
許
証
、
営
業
許
可
証
が

交
付
さ
れ
ず
、
ま
た
都
市
、
農
村
を
問
わ
ず
政
府
筋
の
ロ
ー
ン
の

便
が
与
え
ら
れ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
ト
ル
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
〕

系
住
民
の
村
落
に
お
け
る
土
地
取
り
上
げ
が
顕
著
で
あ
る
。
ク
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
μ
）

ン
テ
ィ
に
お
け
る
工
業
団
地
用
地
、
コ
モ
テ
ィ
ニ
ー
東
方
一
〇
キ

　
　
　
一
芭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竈
一

口
の
三
カ
村
に
わ
た
る
工
業
団
地
用
地
、
コ
モ
テ
ィ
ニ
ー
北
方
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
旭
〕

セ
メ
ト
リ
ー
村
に
お
け
る
演
習
場
用
地
、
コ
モ
テ
ィ
ニ
ー
近
傍
の

　
　
　
　
＾
〃
〕

大
学
用
敷
地
等
の
土
地
収
容
一
〇
例
中
九
例
ま
で
は
ト
ル
コ
系
住

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
㎎
〕

民
の
利
用
地
で
あ
っ
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
経
緯
で
土
地
が
狭
く
な
っ
た
ト
ル
コ
系
農
民
は
ギ

リ
シ
ャ
人
農
民
の
下
で
農
業
労
働
者
に
な
る
ほ
か
は
な
い
。
そ
れ

は
バ
グ
ー
リ
ア
村
で
は
ト
ル
コ
系
農
民
の
少
な
く
と
も
八
O
％
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
9
）

相
当
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
ト
ル
コ
系
住
民
は
、
時
を
同
じ
く
し
て
教
育
条
件
も
悪
化
し
た

と
訴
え
る
。
す
な
わ
ち
「
サ
ロ
ニ
カ
の
師
範
学
校
の
卒
業
者
だ
け

　
　
　
　
　
　
一
2
0
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
売
一

が
ト
ル
コ
人
学
校
の
教
員
に
な
れ
る
と
の
資
格
制
限
」
に
よ
っ
て

ギ
リ
シ
ャ
人
教
員
、
そ
れ
も
経
験
に
乏
し
い
若
い
教
員
が
増
え
、
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一
九
五
四
年
の
両
。
国
文
化
協
定
に
よ
つ
て
ト
ル
コ
政
府
か
ら
派
遣

　
　
　
　
　
　
＾
2
2
）

さ
れ
て
い
る
教
員
の
発
言
権
も
、
給
与
を
父
兄
が
負
担
す
る
地
元

ト
ル
コ
系
教
員
の
発
言
権
も
、
若
い
ギ
リ
シ
ャ
人
教
員
の
挙
校
行

政
に
お
け
る
登
用
の
下
で
低
下
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
ま
た
民
族

語
の
修
得
の
余
裕
を
大
幅
に
狭
め
る
も
の
と
な
っ
た
。

　
一
九
八
O
年
十
一
月
十
二
日
、
ギ
リ
シ
ャ
国
会
は
西
ト
ヲ
キ
ア

の
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
宗
教
的
基
本
財
産
で
あ
る
ワ
ク
フ
の
管
理

篭
す
る
糞
を
一
ト
ル
コ
系
議
員
二
名
を
国
会
外
に
派
遣
し
つ

つ
）
通
過
さ
せ
た
。
反
対
票
を
投
じ
た
の
は
わ
ず
か
に
共
産
党
の

議
員
だ
け
で
あ
つ
た
。
ワ
ク
フ
は
モ
ス
レ
ム
社
会
の
宗
教
的
、
文

化
的
、
教
育
的
組
織
の
賞
金
的
背
景
を
な
す
も
の
で
あ
り
・
さ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
警

に
困
窮
者
に
援
助
を
与
え
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
西
ト
ラ
キ
ァ
の

ト
ル
コ
系
住
民
の
ワ
ク
フ
に
関
す
る
法
偉
は
一
九
三
一
年
の
第
二

三
四
五
号
法
以
来
妻
ざ
婁
修
正
姦
一
て
ギ
漣
の
で
あ
る
が
・

今
回
の
一
〇
九
一
／
一
九
八
○
号
法
通
過
後
の
状
況
を
西
欧
の
一

新
聞
は
次
の
よ
う
に
報
じ
た
。

　
「
ギ
リ
シ
ャ
の
ト
ル
コ
人
は
抗
議
す
る
ー
ギ
リ
シ
ャ
の
ト
ル

　
コ
系
少
数
民
族
の
指
導
者
た
ち
は
損
害
を
蒙
る
と
み
ら
れ
る
法

　
律
の
承
認
を
非
難
し
た
。
ア
テ
ネ
に
お
け
る
情
報
に
よ
れ
ぱ
ト

　
ル
コ
系
の
二
名
の
議
員
は
こ
の
法
律
が
撤
廃
さ
れ
な
け
れ
ぱ
辞

　
任
す
る
と
カ
ラ
マ
ン
リ
ス
大
統
領
に
迫
っ
て
い
る
と
い
う
。
二

　
週
間
前
に
承
認
さ
れ
た
こ
の
法
偉
に
よ
れ
ぱ
、
モ
ス
ク
や
学
校

　
な
ど
の
ト
ル
コ
系
少
数
民
族
の
諸
施
設
の
役
員
は
、
ト
ル
コ
人

　
地
域
社
会
が
提
出
し
た
候
補
者
リ
ス
ト
か
ら
ゼ
リ
シ
ャ
人
当
局

　
が
選
ぷ
こ
と
に
な
る
。
従
来
は
ト
ル
コ
人
地
域
社
会
は
自
分
た

　
ち
の
役
員
を
直
接
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
ギ
リ
シ

　
ヤ
北
東
部
に
住
む
お
よ
そ
一
〇
万
人
の
ト
ル
コ
人
は
新
法
が
一

　
九
二
三
年
の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
平
和
条
約
を
侵
害
す
る
も
の
と
み
な

　
　
　
　
＾
2
6
）

　
し
て
い
る
。
L

　
こ
の
新
し
い
状
況
は
「
一
九
六
七
年
の
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
以
前

に
は
、
管
財
人
は
地
元
の
モ
ス
レ
ム
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
の
を

常
と
し
て
い
た
が
、
軍
事
政
権
が
こ
の
権
利
を
剥
奪
し
た
。
し
か

し
実
際
に
は
、
コ
モ
テ
イ
ニ
ー
（
ヒ
ュ
セ
イ
ン
・
ム
ス
タ
フ
ァ
）
、

ク
サ
ン
テ
ィ
（
ム
ス
タ
フ
ァ
・
ヒ
ル
ミ
）
の
両
ム
フ
テ
ィ
の
監
督

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茅
〕

下
に
、
選
出
に
よ
る
役
員
が
管
理
を
続
け
て
い
た
」
状
況
か
ら
は

大
き
く
後
退
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
今
回
、
形
式
上
は
選
挙
が
復
活
す
る
。
だ
が
前
述
の
よ
う
に
ギ

リ
シ
ャ
側
に
よ
っ
て
候
補
者
リ
ス
ト
か
ら
選
ぱ
れ
る
こ
と
に
な
る

だ
け
で
な
く
、
従
来
は
経
済
的
に
強
カ
な
都
市
の
ワ
ク
フ
が
弱
小

農
村
ワ
ク
フ
を
援
助
し
て
き
た
が
、
独
立
採
算
制
の
名
目
の
も
と
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に
こ
れ
が
禁
止
さ
れ
る
た
め
弱
小
ワ
ク
フ
は
消
滅
し
か
ね
な
い
し
、

各
ワ
ク
フ
の
県
知
事
へ
の
予
算
提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
8
）

な
っ
た
た
め
、
活
動
は
大
き
く
制
約
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
ト
ル
コ
系
少
数
民
族
に
た
い
す
る
ギ
リ
シ
ャ
政
府
側
か
ら
の
こ

の
よ
う
な
抑
圧
の
進
行
を
ギ
リ
シ
ャ
人
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
み
な

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
で
は
、
筆
者
の
接
し
た
限
り
で

は
、
ト
ル
コ
政
府
に
よ
る
ト
ル
コ
国
内
の
ギ
リ
シ
ャ
系
少
数
民
族

の
抑
圧
に
釣
合
い
の
と
れ
た
対
応
を
す
べ
き
だ
と
い
う
考
え
、
し

た
が
っ
て
ギ
リ
シ
ャ
政
府
の
措
置
を
当
然
と
す
る
判
断
が
一
般
的

　
　
＾
2
9
）

で
あ
る
。
こ
の
点
が
直
裁
に
現
わ
れ
る
と
「
一
九
三
四
年
に
は
一

一
万
九
、
四
〇
〇
人
い
た
ト
ル
コ
共
和
国
の
ギ
リ
シ
ャ
人
が
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
0
〕

七
七
年
に
は
一
万
九
、
一
九
〇
人
に
急
減
し
た
の
に
た
い
し
、
西

ト
ラ
キ
ア
の
モ
ス
レ
ム
の
数
は
全
く
減
少
し
て
い
な
い
。
ど
ち
ら

に
抑
圧
が
あ
り
、
ど
ち
ら
に
抑
圧
が
な
か
っ
た
か
は
明
瞭
で
あ

る
」
と
い
う
論
調
を
く
り
ひ
ろ
げ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
の

よ
う
な
論
調
は
数
字
の
抽
象
に
過
ぎ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
イ
ス
タ

ン
ブ
ル
の
ギ
リ
シ
ャ
人
が
「
足
軽
な
」
商
人
で
あ
る
の
に
た
い
し

西
ト
ラ
キ
ア
の
ト
ル
コ
人
が
「
身
重
な
」
農
民
で
あ
る
こ
と
は
み

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
孤
）

て
お
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
「
均
衡
」
の
論
調
は
個
々
の
抑
圧
の
存

在
そ
れ
自
体
を
認
め
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、
文
字
通
り
不
法
を

容
認
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
含
法
的
に
行
わ
れ
て
い
る
二
と
が

あ
た
か
も
抑
圧
と
受
け
敢
ら
れ
て
い
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
と
論

理
形
式
を
整
え
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
現
実
と
の

乖
離
を
目
立
た
せ
る
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ぱ
、
自
動
車
や
ト
ラ

ク
タ
ー
の
免
許
証
が
交
付
さ
れ
な
い
点
に
つ
い
て
は
、
民
族
学
校

に
通
っ
た
り
す
る
も
の
だ
か
ら
ギ
リ
シ
ャ
語
が
読
め
ず
試
験
に
合

　
　
　
　
　
　
　
＾
3
2
）

格
で
き
な
い
と
し
た
り
、
住
宅
が
購
入
で
き
ず
修
繕
も
許
さ
れ
な

い
点
に
つ
い
て
は
、
ト
ル
コ
人
た
ち
は
現
在
の
居
住
地
か
ら
よ
そ

に
は
移
り
た
が
ら
な
い
、
あ
る
い
は
経
費
を
惜
し
ん
で
家
屋
を
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
響
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
警

お
し
た
が
ら
な
い
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
、
と
す
る
た
ぐ
い
で
あ
る
。

　
ト
ル
コ
共
和
国
の
一
新
聞
の
報
遣
に
よ
れ
ぱ
、
西
ト
ラ
キ
ァ
で

は
ト
ル
コ
人
が
不
動
産
を
売
り
に
出
す
と
、
ギ
リ
シ
ャ
人
た
ち
は

あ
た
か
も
予
告
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
す
ぐ
集
ま
っ
て
来
、
必
要
な

役
所
の
手
続
き
は
極
度
に
速
や
か
に
、
数
時
間
以
内
に
さ
え
完
了

　
　
　
　
＾
鵬
〕

す
る
と
い
う
。
西
ト
ラ
キ
ア
の
ト
ル
コ
系
住
民
に
た
い
し
て
ギ
リ

シ
ャ
政
府
が
行
っ
て
い
る
政
策
は
こ
れ
を
出
て
行
け
が
し
の
政
策

と
み
な
す
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

　
た
だ
、
ト
ル
コ
系
住
民
に
と
っ
て
不
幸
中
の
幸
い
と
も
い
え
る

の
は
、
抑
圧
は
ほ
と
ん
ど
政
府
の
側
、
権
カ
の
側
か
ら
来
る
の
で
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（49）地域形成と少数民族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
筆

あ
っ
て
、
ギ
リ
シ
ャ
系
住
民
の
側
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
来
な
い
と
い

う
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
最
も
象
徴
的
に
物
語
る
の
は
次
の
エ

ビ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
筆
者
が
コ
モ
テ
ィ
、
二
ー
の
ト
ル
コ
系
民
族
紙

ゲ
ル
チ
ェ
ク
の
編
集
室
で
ト
ル
コ
系
知
識
人
七
、
八
人
を
相
手
．
に

一
九
八
O
年
十
二
月
十
九
日
、
就
職
に
お
け
る
民
族
的
な
差
別
の

有
無
を
問
う
て
み
た
と
こ
ろ
、
異
口
同
音
に
「
そ
れ
は
な
い
」
と

答
え
た
。
筆
者
は
そ
れ
よ
り
先
、
県
庁
で
ト
ル
コ
系
職
員
を
見
掛

け
な
か
っ
た
経
験
か
ら
「
公
務
員
の
場
合
は
？
」
と
重
ね
て
問
う

た
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
全
員
が
そ
の
点
は
視
野
の
内
に
は
な
か
っ

た
よ
う
で
や
や
ポ
カ
ン
と
し
た
あ
と
で
「
法
的
権
利
は
あ
る
の
だ

が
」
と
言
う
。
要
す
る
に
試
験
制
度
は
あ
る
の
だ
が
、
公
務
員
の

資
格
と
し
て
は
性
穏
健
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ト
ル
］
系
全
員
が

危
険
視
さ
れ
て
い
る
状
況
下
で
は
受
験
な
ど
思
い
も
よ
ら
ぬ
こ
と

だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
現
在
コ
モ
テ
ィ
ニ
ー
の
ロ
ド
ビ
県
庁
に
は

ト
ル
コ
系
の
三
名
の
公
務
員
が
い
る
が
、
か
れ
ら
の
仕
事
の
道
呉

は
籍
で
あ
る
と
い
う
。

（
工
）

（
2
）

　
リ
ヤ

（
3
）

○
嘗
H
“
血
’
　
O
句
・
M
0
0
－
ー
ド
　
ω
o
－
冒
巨
o
O
0
H
一
〇
1
N
0
P

セ
メ
ト
リ
村
の
小
学
校
の
ト
ル
コ
共
和
国
派
遣
教
師
（
ア
ン
タ

＞
目
註
一
す
出
身
）
の
談
語
、
一
九
八
○
年
十
二
月
十
三
圓
。

条
約
彙
纂
。

（
4
）
　
ト
ル
コ
系
民
族
紙
ア
ズ
ン
ル
ク
・
ポ
ス
タ
ス
㌧
o
§
ミ
、
婁
ぎ
皇

　
（
少
数
民
族
報
）
紙
主
斡
サ
ラ
ハ
ッ
デ
ィ
ン
・
ガ
リ
ソ
プ
ω
巴
婁
劃
星
－

　
Ω
巴
－
号
氏
談
、
一
九
八
○
年
十
二
月
十
七
目
。

（
5
）
　
同
。

（
6
）
忌
－
昌
。
・
（
－
凄
ε
）
；
1
奉

（
7
）
　
ゲ
ル
チ
ェ
ク
紙
、
　
一
九
八
一
年
三
月
四
日
号
、
朝
日
新
聞
、
一

　
九
六
七
年
三
月
十
六
目
、
九
月
十
日
、
十
一
月
十
七
目
、
同
タ
刊
、

　
十
八
日
夕
刊
、
十
九
目
、
二
四
日
、
二
五
目
、
十
二
月
五
目
、
三
十

　
日
の
各
号
、
参
照
。

（
8
）
　
最
も
集
約
的
に
は
ゲ
ル
チ
ェ
ク
紙
一
九
八
一
年
三
月
四
目
号
の

　
ラ
リ
ス
尉
些
昌
閉
首
相
（
当
時
）
へ
の
公
開
質
問
状
。
ま
た
b
o
』
冒
岬

　
（
－
山
o
o
o
σ
）
一
七
l
o
o
o
．

（
9
）
　
ゲ
ル
チ
ェ
ク
紙
一
九
八
二
年
一
月
二
七
日
号
に
よ
れ
ぱ
、
西
ト

　
ラ
キ
ア
の
ト
ル
コ
系
住
民
所
有
の
ト
ラ
ク
タ
ー
一
、
五
〇
〇
台
に
免

　
許
証
が
交
付
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
て
西
ト
ラ
キ
ア
で
は
、
山
地
に
こ

　
そ
牛
で
牽
く
す
き
プ
ル
ル
ク
毛
＝
寿
が
残
存
し
て
い
る
も
の
の
・
．

平
地
で
は
ト
．
ラ
ク
タ
ー
を
使
用
す
る
の
で
、
ト
ル
コ
系
農
民
の
多
ぐ

　
は
賃
耕
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
る
（
農
村
事
情
に
詳
し
い
ト
ル
コ
系

　
住
民
よ
り
、
一
九
八
○
年
十
二
月
十
九
日
）
。
西
ト
ラ
キ
ア
で
は
過
去

　
二
年
間
に
ト
ル
コ
系
農
民
へ
の
ト
ラ
ク
タ
ー
免
許
証
交
付
は
一
件
も

な
か
っ
た
が
（
弁
護
士
ハ
サ
ン
・
カ
シ
ャ
ク
チ
ュ
｝
轟
彗
内
臼
溜
百
－

氏
談
、
　
一
九
八
O
年
十
二
月
十
九
目
）
、
パ
グ
ー
リ
ア
村
の
ト
ル
コ

系
農
民
四
名
に
一
九
八
○
年
十
二
月
十
三
日
に
き
い
た
と
こ
ろ
で
は
・

　
一
九
七
〇
年
ま
で
は
免
許
証
は
交
付
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
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（
1
0
）
　
西
ト
ラ
キ
ア
で
は
こ
の
四
年
間
に
一
〇
〇
件
ほ
ど
の
ト
ル
コ
系

　
住
民
か
ら
の
幽
願
が
あ
り
、
三
件
だ
け
が
許
可
さ
れ
た
。
多
く
の
人

　
は
初
め
か
ら
あ
き
ら
め
て
出
願
も
し
な
い
と
い
う
（
弁
護
士
ハ
サ

　
ン
・
カ
シ
ャ
ク
チ
ュ
氏
談
、
一
九
八
○
年
十
二
月
十
七
日
）
。

（
1
1
）
　
そ
の
理
由
は
、
国
境
地
帯
に
住
む
外
国
人
だ
か
ら
と
説
明
さ
れ

　
る
。
ト
ル
コ
系
住
民
は
一
般
の
ギ
リ
シ
ャ
国
民
と
全
く
同
様
に
納
税

　
と
兵
役
の
義
務
を
遂
行
し
て
い
る
（
サ
ラ
ハ
ツ
デ
ィ
ン
．
ガ
リ
ヅ
ブ

　
氏
談
、
一
九
八
○
年
十
二
月
十
七
日
）
。

（
1
2
）
　
コ
モ
テ
ィ
ニ
ー
の
あ
る
た
ぱ
こ
商
は
食
堂
で
モ
ラ
．
イ
ス
マ
イ

　
ル
氏
を
見
掛
け
る
と
寄
っ
て
来
て
「
筆
記
試
験
に
は
一
回
で
合
格
し

　
た
が
実
技
は
七
年
間
五
〇
回
に
わ
た
っ
て
受
け
今
回
や
っ
と
合
格
し

　
た
」
と
語
っ
た
（
モ
ラ
・
イ
ス
マ
イ
ル
氏
談
、
一
九
八
○
年
十
二
月

　
十
九
圓
）
。

（
1
3
）
　
た
と
え
ば
ゲ
ル
チ
ェ
ク
紙
一
九
八
二
年
一
月
二
七
日
号
を
参
照
。

（
1
4
）
　
当
時
、
E
C
加
盟
に
備
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
∬
）
　
そ
れ
ら
の
村
名
は
ヤ
ヒ
ヤ
・
ペ
イ
リ
ー
■
串
プ
く
嘗
団
貞
目
、
ワ

　
ク
フ
く
嘗
ぎ
H
、
ア
ン
バ
ル
＞
目
げ
胃
で
あ
る
。
面
積
は
計
四
〇
〇
ヘ

　
　
　
　
レ
o

　
ク
タ
ー
ノ

（
1
6
）
　
良
好
な
た
ぱ
こ
畑
が
五
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
一
九
七
七
年
に
収

　
容
さ
れ
た
。

（
1
7
）
　
当
初
は
放
牧
地
が
充
当
さ
れ
て
い
た
が
、
突
如
隣
接
の
優
良
な

　
ぷ
ど
う
畑
に
変
更
さ
れ
た
。
面
積
三
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

（
1
8
）
　
セ
ラ
ハ
ヅ
デ
ィ
ン
・
ガ
リ
ツ
プ
氏
談
、
一
九
八
O
年
十
二
月
十

　
七
同
。

（
1
9
）
　
四
人
の
ト
ル
コ
系
農
民
の
談
話
、
一
九
八
二
年
十
二
月
十
三
日
。

（
2
0
）
　
一
九
五
三
年
の
文
化
協
定
に
も
と
づ
い
て
ト
ル
コ
人
学
校
と
呼

　
ぱ
れ
る
。
　
一
九
七
二
年
、
軍
事
政
権
の
下
で
ト
ル
コ
人
少
数
民
族
学

　
校
と
改
称
さ
れ
、
軍
嬰
独
裁
終
焉
後
も
名
称
は
復
旧
し
て
い
な
い

　
（
モ
ヲ
・
イ
ス
マ
イ
ル
氏
、
ハ
サ
ン
・
カ
シ
ャ
ク
チ
ュ
氏
談
、
一
九
八

　
○
年
十
二
月
十
九
日
）
。

（
2
1
）
　
】
）
①
－
o
自
o
q
（
岩
o
o
o
σ
）
・
o
・
o
o
o
・

（
肌
）
　
一
九
八
O
年
現
在
西
ト
ラ
キ
ア
に
は
各
級
の
学
校
に
わ
た
つ
て

　
三
五
人
が
各
任
期
四
年
で
派
適
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
三
五
人
の
ギ

　
リ
シ
ャ
人
教
員
が
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
ギ
リ
シ
ャ
人
学
校
に
派
遣
さ
れ

　
て
い
る
（
セ
メ
ト
リ
村
に
て
き
き
と
り
、
一
九
八
○
年
十
二
月
十
三

　
日
）
。

（
2
3
）
　
K
§
｛
」
餉
ミ
一
岩
－
一
－
岩
o
o
－
・

（
2
4
）
同
。

（
”
）
　
匡
畠
ミ
貴
恩
①
§
恵
塞
軋
・

（
2
6
）
　
ω
畠
“
§
ミ
竃
ざ
N
曳
§
s
恥
・

（
2
7
）
　
H
§
、
§
、
－
ミ
雨
§
畠
註
o
s
s
、
・

（
2
8
）
　
司
亀
ミ
這
曳
Ω
§
き
之
参
照
。

（
2
9
）
　
ミ
ナ
イ
ー
デ
ィ
ス
教
授
が
ト
ル
コ
系
住
民
の
土
地
取
得
を
め
ぐ

　
る
問
題
に
た
い
し
て
筆
者
に
、
キ
プ
回
ス
戦
争
な
ど
の
心
理
的
な
面

　
も
考
慮
に
入
れ
る
ぺ
き
で
あ
る
と
語
っ
た
の
は
そ
の
好
例
（
一
九
八

　
○
年
十
二
月
十
五
日
）
。

（
3
0
）
　
ミ
噂
§
、
ト
ミ
§
§
§
§
、
参
照
。

（
軌
）
　
こ
う
し
た
論
理
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
筆
者
は
ト
ル
コ
側
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（51）地域形成と少数民族

　
の
圧
迫
が
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
訳
で

　
は
な
い
。

（
3
2
）
　
筆
者
に
た
い
し
て
そ
れ
ぞ
れ
ミ
ナ
イ
ー
デ
ィ
ス
教
授
は
一
九
八

　
○
年
十
二
月
十
五
日
、
ネ
オ
・
ス
ィ
デ
ィ
ロ
ホ
リ
ォ
ン
郡
書
記
は
同

　
十
七
日
に
こ
の
よ
う
に
説
明
し
た
。
他
方
、
筆
者
は
予
告
な
し
に
訪

　
れ
た
農
村
で
ト
ル
コ
系
住
民
が
ギ
リ
シ
ャ
語
新
聞
を
手
に
し
て
い
る

　
の
を
何
回
も
目
撃
し
て
い
る
。

（
3
3
）
　
前
半
に
つ
い
て
は
ミ
ナ
イ
ー
デ
ィ
ス
教
授
、
後
半
に
つ
い
て
は

　
前
記
郡
書
記
が
、
そ
れ
ぞ
れ
前
記
の
機
会
に
語
っ
て
く
れ
た
も
の
。

　
簸
者
が
ネ
オ
．
ス
ィ
デ
・
イ
ロ
ホ
リ
オ
ン
郡
役
場
を
訪
れ
、
ト
ル
コ
系

　
住
民
の
住
宅
に
関
す
る
不
満
を
話
題
に
し
た
時
、
郡
書
記
の
面
前
で

　
筆
者
に
誇
ら
し
げ
に
「
ト
ヲ
ク
タ
ー
の
免
許
証
も
家
の
建
築
許
可
も
、

　
誰
で
も
私
の
よ
う
に
手
に
で
き
る
は
ず
で
す
が
」
と
一
人
の
ト
ル
コ

　
系
住
民
が
語
っ
た
。
こ
れ
も
西
ト
ラ
キ
ア
の
現
実
で
あ
る
。

（
3
4
）
　
あ
力
こ
れ
と
こ
の
よ
う
に
語
っ
た
ミ
ナ
イ
ー
デ
ィ
ス
教
授
が
、

　
深
夜
、
筆
者
と
二
人
だ
け
に
な
っ
た
別
れ
の
時
に
、
弱
々
し
げ
な
表

　
情
で
「
私
に
も
ト
ル
コ
系
の
友
人
は
い
る
の
で
す
」
と
言
わ
ず
に
は

　
い
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
（
一
九
八
○
年
十
二
月

　
十
五
日
）
。

（
∬
）
　
＜
雨
芝
』
寒
さ
岩
1
－
l
H
o
o
o
H
l

（
茄
）
　
も
と
よ
り
絶
無
で
あ
ろ
う
は
ず
も
な
い
。
筆
者
も
コ
モ
テ
ィ
ニ

　
ー
市
衛
の
ト
ル
コ
人
住
宅
の
壁
に
「
ト
ル
コ
人
は
出
て
行
け
」
と
落

　
書
き
さ
れ
て
あ
る
の
を
見
た
。
た
だ
し
稀
な
例
で
あ
る
。

四
　
地
域
形
成
の
若
干
の
局
面

　
四
－
一
　
宗
教
へ
の
強
い
傾
斜

　
西
ト
ラ
キ
ア
の
ト
ル
コ
系
住
民
は
年
齢
、
性
、
教
育
程
度
の
如

何
を
問
わ
ず
深
く
イ
ス
ラ
ー
ム
教
に
帰
依
し
て
い
る
。
西
ト
ラ
キ

ァ
に
お
け
る
ト
ル
コ
系
住
民
の
最
高
の
宗
教
指
導
者
の
ひ
と
り
で

あ
る
ク
サ
ン
テ
ィ
の
ム
フ
テ
ィ
、
ム
ス
タ
フ
ァ
・
ヒ
ル
ミ
師
は
、

金
曜
に
礼
拝
に
参
集
し
な
い
ト
ル
コ
系
住
民
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い

し
、
も
し
参
集
し
な
け
れ
ば
良
心
の
呵
責
を
感
じ
る
の
で
あ
る
と
、

一
九
八
○
年
十
二
月
十
九
日
、
師
の
モ
ス
ク
を
訪
問
し
た
筆
者
に

語
っ
た
。
ま
た
、
コ
モ
テ
ィ
ニ
ー
の
ム
フ
テ
ィ
を
訪
問
し
た
時
に

は
、
十
代
前
半
の
少
年
二
名
が
い
と
も
う
や
う
や
し
く
ム
フ
テ
ィ

に
も
の
を
尋
ね
て
い
る
姿
を
目
撃
し
、
深
い
印
象
を
受
け
た
。

　
西
ト
ラ
キ
ア
の
ト
ル
コ
系
住
民
の
間
に
は
左
翼
的
な
思
想
の
持

ち
主
も
保
守
的
な
恩
想
の
持
ち
主
も
い
る
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
深

く
信
仰
し
て
い
る
点
で
は
差
異
が
な
い
。
こ
う
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム

教
が
西
ト
ラ
キ
ァ
の
ト
ル
コ
系
住
民
の
地
域
形
成
の
一
大
特
徴
を

か
た
ち
づ
く
っ
て
い
て
、
俗
権
国
家
で
あ
る
ト
ル
コ
共
和
風
の
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

ル
コ
人
の
地
域
形
成
と
は
大
い
に
そ
の
状
況
を
異
に
し
て
い
る
。

ト
ル
コ
共
和
国
で
は
知
識
人
が
し
ぱ
し
ぱ
ア
タ
テ
ユ
ル
ク
＞
雪
－
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一橋論撞 第八十八巻 第五号　（52）

ま
『
一
・
を
宗
教
か
ら
の
解
放
の
点
で
評
価
す
る
の
で
あ
り
、
西
ト
ラ

キ
ア
と
は
宗
教
を
め
ぐ
る
知
曲
風
土
を
異
に
し
て
い
る
。
け
だ
し

民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
イ
ー
の
拠
り
処
を
異
に
す
る
条
件
が
あ

る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
日
本
に
居
住
す
る
タ
タ
ー

ル
の
人
々
が
日
本
祉
会
の
閉
鎖
性
と
の
関
連
で
こ
よ
な
く
宗
教
に

拠
り
処
を
求
め
て
い
る
姿
が
二
重
写
し
に
な
つ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
モ
ラ
・
イ
ス
マ
イ
ル
氏
が
、
も
し
現
代
ト
ル
コ
共
和
国
の
人
々

　
　
が
目
ー
ロ
ヅ
パ
人
と
み
な
さ
れ
た
が
っ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ぱ
、
そ

　
・
れ
は
強
者
と
同
一
視
さ
れ
た
い
と
の
、
そ
れ
自
体
な
に
も
の
を
も
生

　
　
み
だ
す
こ
と
の
な
い
願
望
を
抱
く
愚
を
お
か
す
も
の
で
あ
る
と
筆
者

　
　
に
語
る
時
、
そ
れ
は
筆
者
が
「
ま
え
が
き
」
．
に
示
し
た
少
数
民
族
は

　
　
自
己
を
超
え
て
外
都
世
界
に
そ
の
存
在
意
義
を
示
す
と
の
命
題
を
証

　
　
明
し
て
あ
ま
り
あ
る
。

　
　
　
こ
と
の
つ
い
で
に
、
こ
こ
に
注
の
形
で
忍
ぴ
込
ま
せ
て
お
く
な
ら

　
　
ぱ
、
西
ト
ヲ
キ
ア
の
ト
ル
コ
系
少
数
民
族
は
現
在
の
ギ
リ
シ
ャ
の
社

　
　
会
主
義
政
権
弔
＞
ω
O
H
（
の
社
会
主
義
の
試
金
石
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
対
米
自
主
独
立
を
標
傍
す
る
『
＞
o
o
○
－
｛
政
権
は
対
米
追
随
路
線
の

　
　
下
で
強
い
ら
れ
た
対
ト
ル
コ
協
調
姿
勢
を
脱
し
て
対
決
を
も
辞
せ
ぬ

　
　
姿
勢
に
入
り
、
西
ト
ラ
キ
ア
の
ト
ル
コ
族
追
い
出
し
政
策
は
い
っ
そ

　
　
う
本
格
的
に
な
っ
た
。
ギ
リ
シ
ャ
人
の
入
植
を
促
進
す
る
た
め
の
土

　
　
■
地
取
り
上
げ
ば
激
化
し
、
そ
の
「
モ
デ
ル
村
」
と
な
っ
た
ク
サ
ン
テ

　
　
　
ィ
県
の
エ
ヴ
ラ
ロ
ン
向
己
巴
o
目
村
の
農
民
た
ち
は
ク
サ
ン
テ
ィ
の

　
　
市
の
中
央
広
場
で
一
九
八
二
年
三
月
十
五
、
十
六
の
両
日
に
わ
た
る

　
　
ハ
ン
ガ
ー
・
ス
ト
ラ
イ
キ
、
四
月
二
日
以
降
の
連
続
の
坐
り
込
み
を

　
　
敢
行
し
た
（
ゲ
ル
チ
ェ
ク
紙
、
　
一
九
八
二
年
四
月
十
三
日
）
。

　
四
－
二
　
民
族
別
・
高
度
別
属
住
分
布

　
現
在
の
ギ
リ
シ
ャ
で
は
民
族
別
の
居
住
分
布
を
示
す
た
め
の
公

的
デ
ー
タ
は
存
在
し
な
い
。
し
か
も
一
九
七
七
年
以
降
ト
ル
コ
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

地
名
の
公
示
は
法
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
ク
ラ
イ
ザ
ー
ヨ
凹
自
、

宍
邑
窒
『
・
と
り
わ
け
ラ
イ
デ
ン
5
巳
彗
大
学
の
デ
．
ヨ
ン
グ

勺
・
一
U
①
言
品
の
優
れ
た
業
繍
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
町
村
水
準

で
の
民
族
別
居
住
分
布
は
今
な
お
完
全
に
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い

な
い
。
筆
者
は
現
地
住
民
の
協
力
を
得
て
、
ロ
ド
ビ
県
の
み
に
つ

い
て
で
は
あ
る
が
先
学
の
業
綾
の
若
千
の
補
完
を
試
み
た
。

　
そ
の
上
に
立
っ
て
筆
者
は
、
民
族
別
の
居
住
分
布
を
高
度
別
に

考
察
し
た
。
こ
の
際
、
高
度
は
、
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
、
二
〇

〇
－
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
三
高
度
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ま
ず
単
純
に
、
使
用
し
た
基
図

の
高
度
区
分
に
依
拠
す
る
と
い
う
技
術
上
の
理
由
に
も
と
づ
く
も

の
で
あ
り
、
次
に
は
、
証
明
に
は
ほ
ど
遠
い
も
の
の
そ
れ
ら
の
区

分
が
低
地
的
、
中
高
度
的
、
高
高
度
的
生
活
の
区
分
に
対
応
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

と
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
、
資
本
主
義
化
に
つ
れ
て
低
地
の
価
値
は
増
大
し
、
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一橋論叢 第八十八巻 第五号　（54）

コモティニー県の民族別・高度帯別市町村分布，1981年

ロ　ド　ピ　企　県 ヨ毛ティニー郡 サ　ベ　ー　郡

200m
以下

200－600m 600m以上 書
十

200m以下 200－600m 600m以上
小計

200m以下 200－600m 600m以上
小計

ト
ル
］
人
市
町
村
　
　
構
成
比
ポ
〒
ク
人
市
町
村
　
　
構
成
比
ギ
リ
シ
ャ
人
市
町
村
　
　
構
成
比
ギ
リ
シ
ヤ
人
・
ト
ル
・
1
人
混
住
市
町
村
　
　
構
成
比
民
族
別
未
詳
市
町
村
　
　
機
成
比

　
5
5
5
7
，
3
　
　
0
　
0
，
0
　
2
8
ユ
o
o
．
0
　
3
0
i
o
o
．
0
　
1
5
1
0
0
0

　
3
6
3
7
．
5
　
8
8
0
．
O
　
o
O
O
　
O
O
．
O
　
o
O
．
O

　
5
5
．
5
　
2
2
0
．
o
　
o
O
．
O
　
O
O
．
O
　
0
0
－
O

　
9
6
工
o
o
．
0
　
1
0
1
0
0
，
0
　
2
8
ユ
o
o
0
　
3
0
1
0
0
．
0
　
1
5
1
0
0
．
O

　
3
3
ω
．
O
　
　
O
　
O
．
0
　
2
フ
1
o
o
．
0
　
2
－
1
0
0
．
O
　
　
ア
l
O
O
．
O

　
2
2
4
0
．
0
　
8
冨
O
．
O
　
0
0
．
O
　
o
o
．
o
　
0
0
．
O

　
o
o
．
o
　
2
2
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